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病
院
指
標

そ
の
作
成
と
公
表
の
論
点
整
理

東
北
大
学

大
学
院
医
学
系

研
究
科

公
共
健
康
医
学
講
座

医
療
管

理
学
分
野

藤
森

研
司

2
0
1
7
年

0
3
月

0
4
日

伏
見

班
セ
ミ
ナ
ー
in
熊

本

病
院

情
報

公
開

の
目

的

•
市

民
に
対

す
る
情

報
公

開

•
様
式
１
の
精
度
向
上

•
分
析
力
と
説
明
力
の
向
上

2

数
値
そ
の
も
の
よ
り
、
急
性
期
病
院
と
は
ど
の
よ
う
な
考
え

で
、
ど
の
よ
う
な
医
療
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
市
民
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が

目
的

。

単
に
数
値
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
関

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定

め
ら
れ

た

範
囲
内
で
特
性
等
に
つ
い
て
必
要
に
し
て
十

分
な
解
説
を
行
う
。

3

設
定

さ
れ

た
指

標

①
年

齢
階

級
別

退
院

患
者

数

②
診
断
群
分
類
別
患
者
数
等
（
診
療
科
別
患
者
数
上
位

3位
ま
で
）

③
初
発
の
５
大
癌
の

U
IC

C病
期
分
類
別
な
ら
び
に
再
発
患

者
数

④
成
人
市
中
肺
炎
の
重
症
度
別
患
者
数
等

⑤
脳

梗
塞

の
IC

D
10

別
患
者
数
等

⑥
診
療
科
別
主
要
手
術
別
患
者
数
等
（
診
療
科
別
患
者
数

上
位
３
位
ま
で
）

⑦
そ
の

他
（

D
IC
、
敗
血
症
、
そ
の
他
の
真
菌
症
お
よ
び
手
術

・
術
後
の
合
併
症
の
発
生
率
）

4
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共
通
項
目

•
平

成
27

年
4月

1日
か
ら
平
成

28
年

3月
31

日
ま
で
の
退
院
患

者
（
入
院
日
は
問
わ
な
い
）
で
あ
り
、
一
般
病
棟
に

1回
以
上
入

院
し
た
患

者

•
様

式
４
は

1か
2（

医
科
レ
セ
プ
ト
の
み
も
し
く
は
歯
科
レ
セ
プ
ト

あ
り
）
を
使

用

•
親

様
式

の
み

を
用
い
て
患
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
（
⑦
指
標
を
除
く
）

•
在

院
日

数
は

外
泊

を
含

む

•
入

院
し
た
後

24
時
間
以
内
に
死
亡
し
た
患
者
又
は
生
後

1週
間
以
内
に
死
亡
し
た
新
生
児
、
臓
器
移
植
は
集
計
対
象
外

•
10

未
満
は
－
（
ハ
イ
フ
ン
）
を
記
入

5

技
術

ポ
イ
ン
ト
①

•
Ex

ce
lで

扱
う
に
は

、
様
式

１
の

必
要

項
目

を
横

持
ち
と
し
、

D
PC

14
桁

コ
ー
ド
を
連
結

す
る
こ
と
が

ス
タ
ー
ト
地

点

•
D

PC
14

桁
コ
ー
ド
は

D
フ
ァ
イ
ル
か

ら
抽
出

で
き

る
が
、
医
事
デ
ー
タ
か
ら
出
力
が
早
道

•
親
様

式
と
は
、
統
括

診
療

情
報

番
号

が
「

0」
の

様
式

1
→

ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
医

療
機

関
は

特
に

注
意

6

①
年
齢
階
級
別
退
院
患
者
数

•
一
般
病
棟
の
年
齢
階
級
別

(1
0歳

刻
み

)の
患
者
数

を
示

す

•
但
し
、

90
才
以
上
は
一
つ
の
階
級
と
す
る

•
年

齢
は

親
様

式
に
お
け
る
様

式
1開

始
日
時
点
と

す
る

7

技
術

ポ
イ
ン
ト
②

•
入
院

時
年

齢
は

Ex
ce

lで
は

D
A

TE
D

IF
関

数
で

求
め
る

=D
A

TE
D

IF
(生

年
月

日
,入

院
日

,Y
) 

•
10

才
刻

み
年

齢
区

分
は

、

=I
N

T(
年

齢
/1

0)
*1

0
•

90
才

以
上

の
to

p
co

di
ng

は
、

=I
F(
年

齢
区

分
>9

0,
90

,年
齢
区
分

)

8
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9

②
診
断
群
分
類
別
患
者
数
等

（
診
療
科
別
患
者
数
上
位

3位
ま
で
）

•
自

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
際

の
診

療
科

名
は
、
現
在

、
医
療
法
施
行
規
則
令
に
基

づ
き
広

告
で
き
る
診
療
科
名
を
使
用
す
る

•
一

般
病

棟
内

の
転

科
に
お
い
て
は

、
主

た
る
診

療
科

は
医

療
資

源
を
最

も
投

入
し
た
傷

病
の

担
当

医
が
所
属
す
る
科
で
集
計

•
上
位
３
つ
に
限
定
さ
れ
、
追
加
は
で
き
な
い

•
同

位
が

複
数

あ
る
場

合
は

、
貴

院
が

チ
ョ
イ
ス

10

•
医
療

法
に
基
づ
い
て
標
榜

し
て
い
る
診
療

科
名

を
採
用
す
る
た
め
、
様
式

1に
登

録
さ
れ

て
い
る

診
療
科
で
集
計
し
た
後
に
変

換
が

必
要

–
公

開
す
る
時

は
必
ず
標
榜
し
て
い
る
診
療
科
名

を
表

示
し
、
変
換
元
の
様
式
１
診
療
科
コ
ー
ド
（
複
数
診
療

科
を
合
算
す
る
場
合
は
半
角
セ
ミ
コ
ロ
ン
”
;”
で
区
切

っ
て
列
記
）
を
、
表
示
さ
れ
な
い
形
式
で
公
開
ペ
ー
ジ

に
埋

め
込

む
。

11

•
「
転

院
」
に
つ
い
て
は

、
退

院
先

が
「

4
他
の
病
院
・

診
療

所
へ

の
転

院
」
と
し
、
転

院
症

例
数

／
全

退
院
数
を
転
院
率
と
す
る

•
来
年
度
以
降
、

CC
P

m
at

rix
対
象
の

D
PC

は
、
ま

と
め
る
必

要
が

あ
り
そ
う

D
PC

コ
ー
ド

名
称

症
例

数
平

均
在

院
日

数

（
自

院
）

平
均

在
院

日
数

（
全

国
）

転
院

率
平

均

年
齢

患
者

用
パ

ス
（
U
R
L）

【
消

化
器

内
科

】

D
PC

コ
ー
ド

名
称

症
例

数
平

均
在

院
日

数

（
自

院
）

平
均

在
院

日
数

（
全

国
）

転
院

率
平

均

年
齢

患
者

用
パ

ス
（
U
R
L）

【
循

環
器

内
科

】

12

続
く
・
・
・
・
・
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技
術

ポ
イ
ン
ト
③

•
在
院
日
数

は
Ex

ce
lで

は
D

A
TE

D
IF
関
数
で
求

め
る

=D
A

TE
D

IF
(入

院
日

,退
院

日
,D

) 
•

診
療
科
の
変
換
は

vl
oo

ku
p関

数
が

手
ご
ろ

•
ピ
ボ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル

で
集

計
前

に
変

換
の

こ
と

13

③
初
発
の
５
大
癌
の

U
IC

C病
期
分
類
別

な
ら
び
に
再

発
患

者
数

•
5大

癌
に
つ
い
て
初

発
患

者
は

U
IC

Cの
TN

M
か
ら

示
さ
れ

る
病

期
分

類
に
よ
る
患

者
数

を
、
再

発
患

者
（
再

発
部

位
に
よ
ら
な
い
）
は

期
間

内
の

患
者

数
と

す
る

•
癌
は

Cコ
ー
ド
に
限

定

•
患
者
数

は
延

患
者

数
と
す
る

–
例
え
ば
一
連
の
治
療
期
間
に
入
退
院
を
繰
り
返
す
な
ど

を
行

っ
た
場

合
は

、
同

一
患

者
に
入

退
院

を
繰

り
返

し
た

回
数

分
を
か

け
た
延

患
者

と
す
る
。

14

•
各
癌
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

St
ag

eの
判
定
（

U
IC

C
病

期
分

類
及

び
に
癌

取
扱

い
規

約
）
に
使

用
し
た
版

数
を
入
力

–
同
癌
の
う
ち
複
数
の
版
数
が
混
在
す
る
場
合
は
、
カ
ン
マ

区
切
り
を
用
い
て
列

記
す
る
こ
と

•
大

腸
癌

と
肝

癌
に
つ
い
て
は

、
様

式
1の

「
癌

取
扱

い
規
約
に
基
づ
く
が
ん
の

St
ag

e分
類

」
を
利

用
し
て
も

構
わ
な
い

–
U

IC
C病

期
分
類
か
「
癌
取
り
扱
い
規
約
」
が
わ
か
る
よ
う

病
期

分
類

列
に
、

U
IC

C病
期
分
類
の
場
合
「
1」
を
、
「
癌

取
り
扱
い
規
約
」
の
場
合
「

2」
を
入
力
の
こ
と

•
St

ag
eが

「
0」

の
も
の

は
集

計
対

象
外

15

技
術

ポ
イ
ン
ト
④

•
様
式

1の
TN

M
/st

ag
eの

持
ち
方

を
理

解
す
る

•
ペ
イ
ロ
ー
ド

3,
4,

5を
連
結

し
て
一

つ
の
文

字
列

と
し
、

TN
M
と

sta
ge
の

関
連

を
テ
ー
ブ
ル

と
し
て
用

意
し
、

vl
oo

ku
p関

数
で
引
用

す
る
の

が
お
勧

め
16
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④
成
人
市
中
肺
炎
の
重
症
度
別
患
者
数
等

17

•
成

人
の

市
中

肺
炎

（
平

成
27

 年
度
様
式
１
の
肺

炎
重
症
度
分
類
の
７
桁
目
＝

5
）
が

対
象

–
院

内
肺

炎
（
平

成
27

 年
度
様
式
１
の
肺
炎
重
症
度

分
類
の
７
桁
目
＝

3
）
は

除
外

•
入
院
契
機

傷
病
名
お
よ
び
最

も
医

療
資

源
を
投

入
し
傷
病
名
に
対
す
る

IC
D

10
 コ

ー
ド
が

J1
3～

J1
8$

 で
始

ま
る
も
の

に
限

定

18

身
体

所
見

，
年

齢
に
よ
る
肺

炎
の

重
症

度
分

類
（

A
-D

RO
P 
シ
ス
テ
ム
）

19

技
術

ポ
イ
ン
ト
⑤

20

•
様

式
１
の

肺
炎

重
症

度
分

類
の

７
桁

目
で
、
市

中
肺

炎
か

否
か

を
ま
ず
判

別

•
IC

D
-1

0で
対
象

疾
患

を
限

定

•
様

式
１
の

肺
炎

重
症

度
分

類
の

１
～

４
桁

目
を
バ

ラ
す

•
Sp

0 2
は
１
か

２
な
の
で
、
い
ず
れ
で
も
１
に
変
換

•
対

象
年

齢
は

性
別

に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
に
注

意

=I
F(
性

別
=1

,IF
(年

齢
>=

70
,1

,0
),I

F(
年

齢
>=

75
,1

,0
))
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21

⑤
脳

梗
塞

の
IC

D
-1

0別
症

例
数

•
脳

梗
塞

の
病

型
別

の
患

者
数

、
平

均
在

院
日

数
、

平
均
年
齢
、
転
院
率
を
示
す
。

•
最
も
医
療
資
源
を
投
入
し
た
傷
病
の

IC
D

10
（

G
45

$,
G

46
$,

I6
3$

,I6
5$

,I6
6$

,I6
75

,I6
79

）
別

に
集
計
す
る
。

22

•
発
症
日

か
ら
「

3日
以

内
」
「
そ
の

他
」
に
分

け
た
数

値
を
記
載
す
る
。

–
発

症
日

か
ら
「

3日
以
内
」
「
そ
の
他
」
に
分
け
て

10
未

満

に
な
る
こ
と
が

多
い
場

合
、
分

け
ず
に
合

計
し
た
数

値
を
記

載
す
る
。

–
「

3日
以
内
」
「
そ
の
他
」
と
そ
の
「
合
計
値
」
を
記
載
す
る

場
合

、
10

未
満
の
数
値
が
推
計
で
き
な
い
よ
う
注
意
す

る
こ
と
。

•
「
転

院
」
に
つ
い
て
は

、
退

院
先

が
「

4
他

の
病

院
・

診
療

所
へ

の
転

院
」
と
し
、
転

院
患

者
数

／
全

退
院

数
を
転
院
率
と
す
る
。

技
術

ポ
イ
ン
ト
⑥

23

•
最
も
医
療
資
源
を
投
入
し
た
傷
病
名
の

IC
D

10
か
ら

脳
梗
塞
の
各
区
分
を
作
成
す
る
に
は
、

IC
D

10
と
区
分

の
対

応
テ
ー
ブ
ル

を
用

意
し
て

vl
oo

ku
p関

数
で
引

用
が

お
勧

め

⑥
診
療
科
別
主
要
手
術
別
患
者
数
等

（
上

位
３
つ
ま
で
）

•
同
一
手
術
に
お
い
て
複
数
の
手
術
手
技
を
行
っ
た
場
合
、
主

た
る
も
の

の
み

カ
ウ
ン
ト
す
る
。

–
具

体
的

に
は

、
平

成
27
年
度
「

D
PC

導
入
の
影
響
評
価
に
係
る
調

査
」
実

施
説

明
資

料
で
「
入

院
中

に
複

数
の

手
術

を
行

っ
た
場

合
は

、
「
連
番
」
を
利
用
し
て
複
数
行
に
記
入
を
す
る
。

–
そ
の
際
は
主
た
る
手
術
（
又
は
点
数
の
最
も
高
い
手
術
）
を
連
番

1に
入
力
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
連
番

1の
手

術
を
カ
ウ
ン
ト

す
る
。

–
複
数
の
診
療
科
に
転
科
し
て
い
る
患
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
科
で
手
術

を
行
っ
た
場
合
術
前
日
数
は
、
様
式

1に
あ
る
「
医

療
資

源
を
最

も
投

入
し
た
傷
病
名
」
の
診
療
科
と
し
て
、
主
た
る
手
術
の
み
を
カ
ウ
ン
ト

す
る
。

24
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•
診

療
科

別
に
手

術
件

数
の

多
い
順

に
３
術

式
に
つ

い
て
、
患

者
数

、
術

前
日

数
、
術

後
日

数
、
転

院
率

、
平

均
年

齢
及

び
患

者
用

パ
ス
（
任

意
）
を
示

す

•
輸
血
関
連

（
K

92
0$

）
は

除
外

•
創

傷
処

理
、
皮

膚
切

開
術

、
非

観
血

的
整

復
術

、
徒

手
整

復
術

の
軽

微
な
手

術
、
加

算
は

除
外

（
説

明
書

に
一

覧
表

あ
り
）

•
上
位
３
つ
に
限
定
さ
れ
、
追
加
は
で
き
な
い

•
同

位
が

複
数

あ
る
場

合
は

、
貴

院
が

チ
ョ
イ
ス

25
26

⑦
そ
の
他
（
D

IC
、
敗

血
症

、
そ
の

他
の

真
菌

症
お

よ
び
手
術

・
術
後

の
合

併
症

の
発

生
率

）

•
子

様
式

が
あ
る
場

合
は
子
様
式
を
用
い
て
症
例
数
を
カ

ウ
ン
ト
（
請
求
ベ
ー
ス
の
考
え
方
）

•
同
一
性
の
有
無
と
は
、
各
医
療
資
源
最
傷
病
の
症
例

(D
PC

6桁
レ
ベ
ル

)に
つ
い
て
、
様
式

1の
入

院
契

機
傷

病
名

に
対

す
る

IC
D

10
コ
ー
ド
が
、
医
療
資
源
最
傷
病

名
に
対

応
す
る

IC
D

10
コ
ー
ド
に
該
当
し
て
い
る
場
合
は

「
同
一
」
と
す
る
。

•
同

一
性

の
有

無
を
区

別
し
た
各

症
例

数
（
個

々
の

様
式

1ベ
ー
ス
）
の
、
全
退
院
患
者
数
に
対
す
る
発
生
率
（
請

求
の

発
生

率
）
を
示
す
。

27
28
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29

例
）

広
島
市
民
病
院

内
科

30

31
？

32
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35
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61

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
の

ポ
イ
ン
ト

•
市

民
向

け
説

明
文

に
つ
い
て
院

内
で
十

分
な
合

意
形

成
を

•
病
院

長
が

自
ら
が
目

を
通

す
べ
し

•
自

院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
一

貫
性

の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
を

•
指
標

の
前

提
条

件
を
述

べ
る
べ
し

–
集
計
の
対
象
外
と
な
る
患
者
の
要
件
を
示
す

62

今
後
の
課
題

•
H

28
年
度
に

CC
P

m
at

rix
が
導
入
さ
れ
た
が
、

D
PC

14
桁

別
の

集
計

を
ど
の

よ
う
に
ま
と
め
る
か

•
細
か
す
ぎ
る

D
PC

14
桁
、

K
コ
ー
ド
を
ど
の

よ
う
に

ま
と
め
る
か

•
が

ん
ス
テ
ー
ジ
分

類
の

集
計

を
述

べ
入

院
数

か
ら
実
患
者
数
へ

•
上
位
３
つ
の
制
限
を
解
消
で
き
る
か

•
そ
の
他
に
ふ
さ
わ
し
い
指
標
は
な
い
か

63

ま
と
め

•
「
病

院
情

報
の

公
開

」
は

毎
年

更
新

•
院
外
へ

の
情

報
の

公
開

は
時

代
の

流
れ

–
保

険
診

療
指

数
で

0.
05

の
加
点
で
、
お
そ
ら
く
は
作
成
に

か
か

る
費

用
は

捻
出

•
院

外
へ

自
院

の
実

力
を
広

報
す
る
良

い
機

会
と
と
ら

え
、
市
民
目

線
の

説
明

文
を
充

実
す
る

–
説
明
文
の
作
成
は
時
間
が
か
か
る
の
で
早
め
に
着
手
が

お
す
す
め

•
し
ば
ら
く
は

様
式

１
が

中
心

だ
が
、
今
後

は
EF

フ
ァ
イ

ル
も
活

用
し
、
プ
ロ
セ
ス
指

標
も
作
成

予
定

64
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DPC
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

用
い

た
臨

床
疫

学
研

究

東
京

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
臨

床
疫

学
・
経

済
学

教
授

康
永

秀
生

平
成

28 年
8 月

30 日
( 火

)
DPC

北
九

州
セ

ミ
ナ

ー

１
０

：
０

０
－

１
１

：
０

０

わ
が

国
で

は
年

間
延

べ
約

150
0 万

人
が

約
800

0 の
病

院
に

入
院

DP
C 病

院
（
大

学
病

院
を

含
む

大
・
中

規
模

病
院

）
は

100
0 施

設
超

⇒
全

入
院

患
者

の
約

50%
DP

C デ
ー

タ
＝

DP
C 病

院
で

記
録

さ
れ

た
診

療
報

酬
請

求
デ

ー
タ

DP
Cデ

ー
タ

ベ
ー

ス
＝

各
施

設
か

ら
DP

Cデ
ー

タ
調

査
研

究
班

に
直

接

提
供

さ
れ

る
DP

C デ
ー

タ
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

た
も

の
。

2

DP
C デ

ー
タ

ベ
ー

ス

DPC
デ

ー
タ

の
疫

学
研

究
利

用

DP
Cは

「
包

括
支

払
制

度
」
と

リ
ン

ク
さ

れ
て

お
り

、

各
DP

C ご
と

に
1 日

あ
た

り
包

括
支

払
点

数
が

設
定

。

↓
診

療
報

酬
請

求
用

ツ
ー

ル
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る

↓
日

常
臨

床
に

役
立

つ
医

療
統

計
ツ

ー
ル

や

臨
床

疫
学

研
究

に
応

用
で

き
な

い
か

？

4

DPC
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
で

で
き

る
こ

と

１
．

疾
患

の
疫

学
情

報
の

把
握

２
．

治
療

の
効

果
判

定

３
．

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

評
価

４
．

医
療

の
効

率
性

、
費

用
対

効
果

の
評

価

５
．

医
療

資
源

の
供

給
量

や
適

正
配

分
の

評
価

な
ど

を
、

従
来

よ
り

も
高

い
次

元
で

実
施

可
能
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DP
C デ

ー
タ

ベ
ー

ス

年
度

調
査

月
期

間

参
加

施
設

数

全
退

院

患
者

数

2
0
0
2
年

度
7
月

―
1
0
月

4
か

月
8
2

2
6
万

2
0
0
3
年

度
7
月

―
1
0
月

4
か

月
1
8
5

4
4
万

2
0
0
4
年

度
7
月

―
1
0
月

4
か

月
1
7
4

4
5
万

2
0
0
5
年

度
7
月

―
1
0
月

4
か

月
2
4
9

7
3
万

2
0
0
6
年

度
7
月

―
1
2
月

6
か

月
2
6
2

1
0
8
万

2
0
0
7
年

度
7
月

―
1
2
月

6
か

月
8
9
8

2
6
5
万

2
0
0
8
年

度
7
月

―
1
2
月

6
か

月
8
5
5

2
8
1
万

2
0
0
9
年

度
7
月

―
1
2
月

6
か

月
9
0
1

2
7
8
万

2
0
1
0
年

度
7
月

―
3
月

9
か

月
9
8
0

4
9
5
万

2
0
1
1
年

度
4
月

―
3
月

1
2
か

月
1
0
7
5

7
1
4
万

2
0
1
2
年

度
4
月

―
3
月

1
2
か

月
1
0
5
7

6
8
5
万

2
0
1
3
年

度
4
月

―
3
月

1
2
か

月
1
0
6
1

7
1
1
万

2
0
1
4
年

度
4
月

―
3
月

1
2
か

月
1
1
3
3

7
8
2
万

日
本

の
一

般
病

床
入

院
患

者
の

約
50％

を
カ

バ
ー

D
P

C
様

式
１

か
ら

得
ら

れ
る

項
目

1
.

病
院

属
性

等

施
設

コ
ー

ド
、

診
療

科
コ

ー
ド

2
.

デ
ー

タ
属

性
等

デ
ー

タ
識

別
番

号
、

性
別

、
年

齢

3
.

入
退

院
情

報

予
定

・
救

急
入

院
、

救
急

車
に

よ
る

搬
送

、
退

院
時

転
帰

、
在

院
日

数

4
.

診
断

情
報

主
傷

病
名

、
入

院
の

契
機

と
な

っ
た

傷
病

名
、

医
療

資
源

を
最

も
投

入
し

た
傷

病
名

、

入
院

時
併

存
症

名
、

入
院

後
発

症
疾

患
名

5
.

手
術

情
報

手
術

術
式

、
麻

酔

6
.

診
療

情
報

身
長

・
体

重
、

喫
煙

指
数

、
入

院
時

・
退

院
時

J
C

S
、

入
院

時
・
退

院
時

A
D

L
 
ス

コ
ア

、

が
ん

U
I
C

C
 
病

期
分

類
・
S
t
a
g
e
分

類
、

入
院

時
・
退

院
時

m
o
d
i
f
i
e
d
 
R

a
n
k
i
n
 
S
c
a
l
e
、

脳
卒

中
の

発
症

時
期

、
H

u
g
h
-
J
o
n
e
s
 
分

類
、

N
Y
H

A
 
心

機
能

分
類

、

狭
心

症
C

C
S
 
分

類
、

急
性

心
筋

梗
塞

K
i
l
l
i
p

分
類

、
肺

炎
の

重
症

度
、

肝
硬

変
C

h
i
l
d
-
P

u
g
h
 
分

類
、

急
性

膵
炎

の
重

症
度

、

精
神

保
健

福
祉

法
に

お
け

る
入

院
形

態
・
隔

離
日

数
・
身

体
拘

束
日

数
、

入
院

時
G

A
F
 
尺

度

6

Ｅ
Ｆ

フ
ァ

イ
ル

か
ら

得
ら

れ
る

デ
ー

タ

- 薬
剤

・
特

定
保

険
医

療
材

料
の

名
称

・
使

用
日

・
使

用
量

-検
査

・
処

置
の

実
施

- 医
療

費

な
ど

7
8

DP
C デ

ー
タ

を
用

い
た

共
同

研
究

の
フ

レ
ー

ム

各
専

門
領

域
Ｄ

Ｐ
Ｃ

研
究

班

研
究

の
ア

イ
デ

ア
デ

ー
タ

抽
出

デ
ー

タ
・
ク

リ
ー

ニ
ン

グ

結
果

の
解

釈

論
文

統
計

解
析
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DPC
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

研
究

協
力

者
の

先
生

方
の

専
門

分
野

循
環

器
内

科

消
化

器
内

科

呼
吸

器
内

科

腎
臓

・
内

分
泌

内
科

老
年

病
科

肝
・
胆

・
膵

外
科

泌
尿

器
科

麻
酔

科

整
形

外
科

耳
鼻

咽
喉

科

小
児

科

救
急

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン な
ど

DP
Cデ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

用
い

た

臨
床

研
究

の
実

例

10

11

肝
癌

に
対

す
る

肝
切

除
術

の
施

設
別

症
例

数
と

術
後

在
院

死
亡

率
の

関
係

(Ya
sun

aga
H, 

et a
l. H

epa
tol

Res
 20

12)

部
分

切
除

区
域

切
除

肝
葉

切
除

拡
大

肝
葉

切
除

12

わ
が

国
に

お
け

る

胃
瘻

造
設

術
の

実
態

Sak
oA

, Ya
sun

aga
H, 

et a
l. P

rev
ale

nce
 an

d In
-ho

spi
tal 

Mo
rtal

ity 
of G

astr
ost

om
y 

and
 Jej

uno
sto

my
in J

apa
n: A

 Re
tros

pec
tive

 Stu
dy 

Usi
ng 

a N
atio

nal
 

Ad
min

istr
ativ

e D
ata

bas
e. G

ast
roi

nte
stin

al E
ndo

sco
py 

201
4;8

0:8
8-9

6
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13

年
齢

( 歳
)

n
%

≤
59

5,2
56

8.1
60–

79
25,

205
39.

2
80–

99
33,

546
52.

2
≥10

0
203

0.3
Tot

al
64,

210

DP
Cデ

ー
タ

ベ
ー

ス
200

7－
201

0年
7－

12月

14

診
断

名
n

%
脳

卒
中

26,
811

41.
7

神
経

筋
疾

患
9,1

90
14.

3
認

知
症

8,6
18

13.
4

食
道

が
ん

、
頭

頚
部

が
ん

4,6
96

7.3
上

記
以

外
の

が
ん

6,0
28

9.4
そ

の
他

8,8
67

13.
9

15

わ
が

国
の

胃
瘻

造
設

術
件

数
（
推

計
）

約
12万

件
／

年

16

在
院

死
亡

率

１
１

．
９

％
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17

泌
尿

器
科

手
術

に
腸

管
前

処
置

は
必

要
か

？

Su
gih

ara
 T, 

Yas
una

ga 
H, 

et a
l. D

oes
 Me

cha
nic

al B
ow

el 
Pre

par
atio

n Im
pro

ve 
Qu

alit
y o

f La
par

osc
opi

c N
eph

rec
tom

y? 
Pro

pen
sity

 Sc
ore

-m
atc

hed
 An

aly
sis

 in 
Jap

ane
se 

Se
ries

. 
Uro

log
y 2

013
;81

(1)
:74

-9.

18

対
象

：
200

8年
―2

010
年

に
T1

-T3
腎

が
ん

に
対

す
る

腹
腔

鏡
下

腎
摘

術
を

行
っ

た
患

者
274

0 名
傾

向
ス

コ
ア

マ
ッ

チ
ン

グ
に

よ
り

１
：
１

で
マ

ッ
チ

し
た

腸
管

前
処

置
実

施
群

と
非

実
施

群
１

１
１

０
ペ

ア
(22

20
名

) を
分

析
対

象
と

し
た

腸
管

前
処

置
：
pol

yet
hyl

ene
 gly

col
 ele

ctro
lyte

(ニ
フ

レ
ッ

ク
)

ma
gne

siu
m c

itra
te (

マ
グ

コ
ロ

ー
ル

P )
sod

ium
 pic

osu
lfat

e( ラ
キ

ソ
ベ

ロ
ン

液
)

19

腸
管

前
処

置

実
施

群

腸
管

前
処

置

非
実

施
群

p

手
術

時
間

(分
)

278
268

0.2
57

術
後

合
併

症
発

生
率

11.
8 ％

11.
4 ％

0.5
86

平
均

在
院

日
数

10.
3

10.
0

0.6
74

い
ず

れ
も

有
意

差
な

し

20

Iso
ga

i T,
 Ya

su
na

ga
 H,

 et
 al.

 Ef
fec

tiv
en

ess
 of

 in
fer

ior
 ve

na
 ca

va 
filt

ers
 

on
 in

-ho
sp

ita
l m

ort
alit

y a
s a

n a
dju

van
t to

 an
tith

rom
bo

tic
 th

era
py 

for
 

pu
lm

on
ary

 em
bo

lism
: p

rop
en

sit
y s

co
re 

an
d i

ns
tru

me
nta

l va
ria

ble
 

an
aly

ses
. A

m 
J M

ed
 20

14 
in 

pre
ss.

 

下
大

静
脈

フ
ィ

ル
タ

ー
留

置
は

肺
塞

栓
患

者

の
在

院
死

亡
率

を
低

下
さ

せ
る

か
？
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21

対
象

：

肺
塞

栓
で

救
急

入
院

し
標

準
的

な
血

栓
溶

解
療

法
お

よ
び

抗

凝
固

療
法

を
受

け
た

131
25 

名
の

患
者

（
200

7 －
201

2 年
）

介
入

群
：
IVC

フ
ィ

ル
タ

ー
留

置
実

施

対
照

群
：
IVC

フ
ィ

ル
タ

ー
留

置
非

実
施

統
計

分
析

：

傾
向

ス
コ

ア
分

析
(pr

ope
nsi

ty s
cor

e a
nal

ysi
s)

操
作

変
数

法
(ins

tru
me

nta
l va

riab
le a

nal
ysi

s)

22

Filt
er g

rou
p

No
-fil

ter 
gro

up
P

死
亡

数

%
死

亡
数

%
リ

ス
ク

比

/ 患
者

数
/ 患

者
数

(95
% C

I)
未

調
整

(n =
 13

125
)

97/
394

8
2.5

%
522

/91
77

5.7
%

<0.
001

0.4
3

(0.3
5 to

 0.5
3)

1:1
 傾

向
ス

コ
ア

マ
ッ

チ
ン

グ

(n =
 69

48)
91/

347
4

2.6
%

164
/34

74
4.7

%
<0.

001
0.5

5
(0.4

3 to
 0.7

1)
逆

確
率

に
よ

る
重

み
付

け

(n =
 26

230
)

354
/13

106
2.7

%
704

/13
124

5.4
%

<0.
001

0.5
0 

(0.4
4 to

 0.5
7)

傾
向

ス
コ

ア
分

析

23

操
作

変
数

法

施
設

別
の

IVC
フ

ィ
ル

タ
ー

実
施

率
を

操
作

変
数

と
す

る

二
段

階
最

小
二

乗
法

IVC
フ

ィ
ル

タ
ー

非
実

施
群

に
対

す
る

実
施

群
の

在
院

死
亡

率
の

リ
ス

ク
差

[95
% 信

頼
区

間
] は

−2.
5%

 [−
4.6

% 
to −

0.4
%]

24

肺
塞

栓
救

急
入

院
患

者
に

抗
血

栓
療

法
に

追
加

し
て

IVC
フ

ィ
ル

タ
ー

留
置

を
実

施
す

る

と
在

院
死

亡
率

は
有

意
に

低
下

す
る

結
論
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ア
テ

ロ
ー

ム
血

栓
性

脳
梗

塞
患

者
に

対
す

る

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
の

効
果

Wa
da T

, Ya
sun

aga
H,e

tal
. Ou

tco
me

s of
 Arg

atro
ban

Trea
tme

nt i
n P

atie
nts 

wit
h 

Ath
ero

thro
mb

otic
Stro

ke: 
an O

bse
rva

tion
al N

atio
nwi

de 
Stu

dy i
n Ja

pan
. 

Stro
ke2

015
 in p

ress

【
背

景
】

日
本

の
脳

卒
中

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

ア
テ

ロ
ー

ム
血

栓
性

脳
梗

塞
患

者
に

対
し

、

選
択

的
抗

ト
ロ

ン
ビ

ン
薬

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
の

投
与

を
推

奨

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
が

ア
テ

ロ
ー

ム
血

栓
性

脳
梗

塞
患

者
の

早
期

予
後

を
改

善
す

る
か

、

DPC
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

用
い

て
検

討
し

た
。

【
方

法
】

期
間

：
201

0年
7月

1日
か

ら
201

2年
3月

31日
対

象
：
発

症
後

1 日
以

内
の

ア
テ

ロ
ー

ム
血

栓
性

脳
梗

塞
で

入
院

し
た

患
者

入
院

時
に

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
を

受
け

た
群

入
院

中
に

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
を

受
け

な
か

っ
た

群

↓ 1： 1
 pro

pen
sity

 sco
re m

atch
ing

主
要

ア
ウ

ト
カ

ム

退
院

時
mR

Sス
コ

ア

入
院

中
の

出
血

性
合

併
症

の
発

生
率

【
結

果
】

両
群

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

228
9 人

を
抽

出

退
院

時
mR

Sス
コ

ア

⇒
両

群
間

で
有

意
差

な
し

( オッ
ズ

比
1.0

1; 9
5% 

信
頼

区
間

0.8
8–1

.16
)

入
院

中
の

出
血

性
合

併
症

発
生

率

⇒
両

群
間

で
有

意
差

な
し

(3.5
% v

s. 3
.8%

, P=
0.5

8)
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【
結

論
】

急
性

期
ア

テ
ロ

ー
ム

血
栓

性
脳

梗
塞

患

者
に

対
し

て
、

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
投

与
は

安
全

に
使

用
で

き
る

が
、

早
期

ア
ウ

ト
カ

ム
の

改
善

効
果

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た

術
後

院
内

骨
折

発
生

と
看

護
師

数
の

関
連

Mo
rita

 K, M
atsu

i H,
 Fus

him
i K, 

Yas
una

ga H
. As

soc
iatio

n b
etw

een
 

nur
se s

taff
ing 

and
 in-

hos
pita

l bo
ne f

ract
ure

s: A
 ret

ros
pec

tive
 

coh
ort 

stud
y. H

ealt
h Se

rvic
es R

ese
arch

 20
16 i

n p
ress

背
景

• 院
内

に
お

け
る

転
倒

転
落

の
疫

学

–院
内

で
の

転
倒

転
落

発
生

は
、

1.3
～

8.9
/10

00 
bed

 day
s

– 院
内

で
の

転
倒

転
落

の
う

ち
3-5

％
が

重
症

な
合

併
症

に
つ

な
が

る
（
骨

折
、

脱
臼

、
頭

部
外

傷
、

死
亡

な
ど

）

–院
内

骨
折

は
0.0

5～
0.1

8%の
患

者
に

発
生

す
る

と
報

告
。

– 転
倒

転
落

に
よ

る
外

傷
は

、
医

療
資

源
利

用
増

加
、

在
院

期
間

の
延

長
、

介
護

施
設

へ
の

転
院

に
つ

な
が

る
。

病
院

で
の

転
倒

転
落

の
防

止
は

重
要

な
課

題

目
的

急
性

期
病

院
に

お
い

て
、

100
ベ

ッ
ド

当
た

り
の

看
護

師
数

(inp
atie

nt n
urse

-to-
bed

 rat
io) が

充
実

し
て

い
る

場
合

、

院
内

骨
折

が
減

少
す

る
か

ど
う

か
を

明
ら

か
に

す
る
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方
法

•期
間 201

0 年
7 月

～
201

4 年
3 月

•研
究

対
象

患
者

悪
性

腫
瘍

・
心

血
管

疾
患

に
対

し
手

術
を

受
け

た
50歳

以
上

成
人

• ア
ウ

ト
カ

ム

入
院

後
の

骨
折

の
発

生

解
析

に
お

い
て

用
い

た
調

整
変

数

•患
者

要
因

– 年
齢

、
性

別
、

喫
煙

状
況

、
B

M
I
、

平
地

歩
行

の
A

D
L
ス

コ
ア

(
入

院
時

)
、

C
h
a
r
l
s
o
n
併

存
疾

患
指

数

– そ
の

他
の

併
存

疾
患

（
認

知
症

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
、

せ
ん

妄
、

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
を

含
む

錐
体

外
路

系
障

害
、

脳
梗

塞
、

脳
梗

塞
後

遺
症

、
関

節
炎

、

関
節

症
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

、
骨

粗
鬆

症
、

て
ん

か
ん

、
慢

性
腎

不
全

）

–術
後

の
以

下
の

薬
剤

使
用

有
無

（
抗

精
神

病
薬

、
抗

う
つ

薬
、

ベ
ン

ゾ
ジ

ア

ゼ
ピ

ン
、

そ
の

他
鎮

静
薬

、
血

管
拡

張
薬

、
β

遮
断

薬
、

利
尿

薬
、

糖
尿

病

治
療

薬
）

• 施
設

要
因

–稼
働

病
床

1
0
0
床

当
た

り
医

師
数

、
病

床
規

模
、

大
学

病
院

か
否

か

–I
C

U
な

ど
、

ユ
ニ

ッ
ト

系
病

床
数

の
割

合

結
果

• 最
終

研
究

対
象

者

–7
70,

373
名

（
平

均
68.

7±
9.1

歳
、

男
性

53.
5％

）

•N
BR 

4 ca
teg

orie
s

–Lo
wes

t (≤
79n

urse
s pe

r 10
0 b

eds
)1

93,
042

名

–Lo
wer

 mid
dle 

(80
–86

 per
 100

 bed
s) 1

91,
826

名

–H
ighe

r m
idd

le (
87–

94 p
er 1

00 b
eds

) 19
2,7

07 名
–H

ighe
st (

≥95
 per

 100
 bed

s)
192

,79
8名

結
果

：
院

内
骨

折
発

生
割

合

•院
内

骨
折

の
発

生
数

：
6
6
2
名

/
 
7
7
0
,
3
7
3
名

（
0
.
0
9
%
）

• 一
般

的
な

計
画

的
手

術
を

受
け

た
患

者
を

対
象

に
し

た
と

こ

ろ
、

院
内

で
の

骨
折

は
、

平
均

で
約

1
1
0
0
人

に
1
人

の
割

合
で

発
生

。

0

0
.
0
2

0
.
0
4

0
.
0
6

0
.
0
8

0
.
1

0
.
1
2

L
o
w

e
s
t

L
o
w

e
r
 
m

i
d
d
l
e

H
i
g
h
e
r
 
m

i
d
d
l
e

H
i
g
h
e
s
t
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結
果

：
GEE

の
結

果

od
ds

 ra
tio

95%
 co

nfi
de

nc
e 

int
erv

al
p

Lo
we

st
1
.
0
0
 

Lo
we

r m
idd

le
0
.
9
1
 

0
.
6
2
-
1
.
3
3

0
.
6
2
7
 

Hig
he

r m
idd

le
0
.
8
1
 

0
.
5
6
-
1
.
1
8

0
.
2
7
8

Hig
he

st
0
.
6
7
 

0
.
4
4
-
0
.
9
9

0
.
0
4
8

考
察

• 稼
働

病
床

当
た

り
で

よ
り

充
実

し
た

病
棟

看
護

師
配

置
が

院

内
骨

折
発

生
の

減
少

に
関

連
。

• 稼
働

病
床

100
ベ

ッ
ド

当
た

り
15 人

の
看

護
師

増
加

で
骨

折

発
生

リ
ス

ク
を

半
減

さ
せ

る
。

（
≤79

 から
≥95

 nu
rses

 per
 

100
 bed

s の
増

加
で

0.1
2%か

ら
0.0

6%の
発

生
割

合
)

• こ
の

結
果

か
ら

も
、

患
者

安
全

の
た

め
に

看
護

師
は

重
要

な

役
割

を
担

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

DP
Cデ

ー
タ

ベ
ー

ス
研

究
論

文
出

版
数

201
0-2

015

40
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
基

盤

エ
ビ

デ
ン

ス
を

生
み

出
す

力

デ ザ イ ン を 構 築 す る 疫 学 力

デ ー タ を 管 理 す る 医 療 情 報 学 力

デ ー タ を 分 析 す る 統 計 学 力

結 果 を ま と め る 論 文 執 筆 力
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ま
と

め

DPC
デ

ー
タ

は
明

日
の

医
学

・
医

療
の

進
歩

に
貢

献
す

る
知

を
創

造
し

ま
す

。

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
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